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論文内容要旨
目的:ヒト頭蓋を構
われている。鱗状縫
本論文では,ヒト頭
形態計灘学的観察とと
材料:東北大学大学
 30例,5～90歳)を使用した。
方法:乾燥頭蓋骨
合および頭頂乳突
築した。(1)外形;
長さとその線分の垂
線の長さlCADKEY
方形の細分による
 果を全て散櫛図(x:年齢,y:各
結集:肉眼的観察1(
面の縫合の形態は
部位で前後の長さ
性が女性より有意
齢変化がみられた
R2二〇.拓4,p<0.
齢とともに有意に増
合の外面,頭頂乳突
次元は,男性の鱗
 には有意な差はみられなかった。
考察:(1)鱗状縫合
縫合は複雑性,長さ
することから,側頭
 化しないと思われた。
結語:鱗状縫合外面
なり,長さが塔撫し
するための骨の添加等による形態的変化を示すものと思
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審査結果要旨
本論文は,ヒト頭蓋
の加齢変化について
両縫合の外面と内
 り,加齢的差異の原握の究明を行ったものである。
ヒトの頭蓋骨は,雑
下顎窺で下顎骨と
に向かって鱗状に
より連結している
 に比べて骨癒合の頻度が低いといわれている。
本論文では,日本人
縫合と頭頂職突縫
投影図から計測点
 した。統計処理は,計瀾結果を散
本論文によると,i
く,内面の形態は外
の縫合線の前後の
合外面の縫合線の
差はみられなかっ
合線の複雑性は,男
た。これらの結果
れたが,鱗状縫合内
部外面で,負荷に適
 あろうと考察している。
以上本論文は,多数
により肉眼的観察
した。さらに,形態
白にしたことは,P
および臨床的課題
 のと認める。
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